
瀬
戸
内
海
総
合
開
発
調
査（
昭
和
三
二
l

三
八

年〉

「
愛
媛
県
政
一
九
六
回」

瀬
戸
内
海
総
合
開
発
調
査

瀬
戸
内
海
調
査
地
域
は 、
愛
媛ハ
松
山
市
外
九
市 、
温
泉
郡
外
八
郡
の

瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
を
範
囲
と
す
る） 、
兵
庫 、
岡
山 、
広
島 、
山
口 、

徳
島 、
香
川 、
の
七
県
に
わ
た
る
瀬
戸
内
海
沿
岸
地
域
を
そ
の
区
域
と

し
て 、
昭
和
二
六

年
二一
月 、
国
土
総
合
開
発
法
に
基
く
調
査
地
域
に

指
定
さ
れ
た 。
（
そ
の
後 、
大
分
県 、
福
岡
県
が
加
入
し
九
県
と
な
る）

爾
来 、
臨
海
工
業
立
地
条
件
の
整
備 、
資
源
開
発
等
を
主
導
目
標
に 、

開

発計
画
策
定
の
た
め
の
諸
基
礎
調
査
を
関
係
各
県
共
同
で
次
の
と
お

り
実
施
し
て
き
た 。

ω

三
二
年
度

瀬
戸
内
海
沿
岸
開
発
計
画
総
合
調
査

ω

三
三

年
度

瀬
戸
内
海
交
通
体
系
調
査

ω

＝一
四
年
度

瀬
戸
内
海
用
水
配
分
調
査

ω

三
五

年
度

瀬
戸
内
海
治
岸
総
合
開
発
調
査

ω

三
六
年
度
「一
O
年
後
の
瀬
戸
内
海
地
域」
の
編
集

ω

二一
八

年
度

瀬
戸
内
海
大
規
模
開
発
計
画
調
査

三
七
年
度
か
ら
は 、
瀬
戸
内
海
調
査
地
域
に
お
け
る
主
要
開
発
事
業

を
促
進
す
る
た
め「
瀬
戸
内
海
地
域
開

発計
画
概
要
書」
を
作
成
し
そ
の

実
現
を
は
か
つ
て
い
る
が 、
三
八

年
度
も
八

月

八
日
に
東
京
都
で「
昭
和

三
九

年
度
瀬
戸
内
海
地
域
開

発計
画
概
要
書
L

に
よ
り 、
政
府
関
係
当
局

お
よ
び
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て
強
力
な
要
望
を
行
っ
た 。

第二次久世県政第二節

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業（
昭
和
三
二
l

四
二

年）

「
愛
媛
県
政
一
九
六
二」

国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業

事
業
の
目
的

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
面
河
村
大
字
笠
方
に
ダ
ム
を
築
造
し 、
高
知
県

に
流
れ
る
仁
淀
川
水
系
面
河
川
上
流
部
の
水
を
集
め
て
貯
水 、
こ
れ

を
道
前
道
後
両
平
野
に
導
水 、
次
の
よ
う
な
開
発
事
業
を
行
な
う
も

の
で
あ
る 。

）
 
l

 
｛

 

農
業
水
利

両
平
野
二
寸
O
九
四・
四
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
耕
地
に
対
し 、
古
田

町
用
水
を
補
給
す
る
と
と
も
に 、
山
麓
の
果
樹
園
地
帯
の
畑
地
か

ん
が
い
及
び一
部
問
団
地
域
の
用
水
と
し
て
三
二 、
一
回
八、
四
O

O
立
方
米
を
確
保
し 、
米
石
換
算
三
六 、
六
五一
・

八
石
の
増
収
を

は
か
る 。

発

電

ダ
ム
よ
り

平
野
部
に
至
る
導
水
途
中
の
落
差
四
七
二
米
を
利
用

し
て
三
カ
所
で
発
電
を
行
な
い 、
最
大
出
力
ニ
五 、
一
O
O
閥 、

年

間
増
加
発
生
電
力
量
九
O 、
七
五
三 、
0
0
0

町／
H
の
電
源
開
発

を
行
な
う 。

ロノ、

工
業
用
水

道
前
道
後
平
野
臨
海
工
業
地
帯
に
対
し 、
日
量一
O
六 、
0
0
0

立
方
米
の
工
業
用
水
を
確
保
す
る 。
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(2) 

第二章

事
業
の
概
要

イ

面
河
ダ
ム

流
域
面
積
七
六
二
三
平
方
粁 、
重
力
式
直
線
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト

堰
堤 、
堤
高
七＝
了
五
米 、
堤
長一
五
九
米 、
堤
体
積一
八
三 、一

O
五
立
方
米 、
満
水
面
積－
二
四・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル 、
総
貯
水
量
二

八 、
三
O
O 、
0
0
0
立
方
米 、
有
効
水
深
四
五
米

ロ

承
水
施
設

面
河
川 、
鉄
砲
石
川 、
坂
瀬
川 、
妙
谷
川
そ
の
他
渓
流
よ
り
取

水
L 、
陵
道
入 、
二
五
七・
四
米 、
開
渠一

、
三
七一
・

八
束
の
承
水

路
に
よ
り
F
ム
に
集
水
す
る 。

放
水
導
水
施
設

ダ
ム
よ
り
平
野
部
中
山
川
上
流
千
原
に
至
る一
二 、
八
三
七
ニニ

四
米
を
隠
道
を
も
っ
て
放
水
し 、
さ
ら
に
道
後
平
野
導
水
路
五 、
六

0
0
米
の
時間
道
を
設
置
す
る 。

地
区
内
幹
線
水
路

道
前
平
野
地
区
内
水
路
延
長
三
三 、
三
五
0・
四
三
米 、
道
後
平

野
地
区
内
水
路
延
長＝一
九 、
八
二
二・
二
米

事
業
費
及
び
共
同
施
設
費
の
振
分
け

事
業
費

共
同
施
設
費
振
分
け

(3) 
ロ

第二次久世県政第二即
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ω

事
業
進
捗
状
況

本
事
業
は 、
昭
和
三
三
年
国
営
事
業
と
し
て
採
択
に
な
り 、
工
期
は

七
カ
年 、
＝一
八
年
度
完
成
を
目
途
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る 。
ダ
ム
水

没
地
の
補
償 、
流
域
変
更
に
伴
う
高
知
県
側
の
補
償 、
道
路
工
事
等
を

行
な
い
昭
和
三
五
年一
O
月
よ
り
ダ
ム 、
承
水
施
設 、
放
水
施
設
工
事

に
着
手 、
昭
和＝一
六
年
度
ま
で
に
約
三 、
一
五
O
百
万
円
の
工
事
を
行
な

っ
て
お
り 、
三
八
年
度
末
に
は
基
幹
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る 。

盟
参
考

事
業
の
歩
み

昭
和
二
七
i

三
九
年

三
0
1

三
二
年

年

三

月

二
九
日

四
月一
八
日

五

月

二
三
日

O

月

二
九
日

年
四
年

日

農
林
省
岡
山
農
地
事
務
局 、
現
地
調
査

農
林
省
岡
山
農
地
事
務
局 、
実
施
設
計

調
査 、
総
事
業
費
八 、
o＝一
三
百
万
円

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事
業 、

農
林
省
の
特
定
土
地
改
良
事
業
と
し
て

採
択

道
前
道
後
水
利
開
発
連
合
会
発
会
式 、

事
業
促
進
方
策
な
ど
検
討

道
前
道
後
水
利
開
発
連
合
会 、
補
償
問

題
を
協
議

県 、
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
改
良
事

業
推
進
本
部
を
設
置

道
前
道
後
平
野
水
利
改
良
計
画
発
表

面
河
F
ム
水
没
補
償
交
…渉 、
総
事
業
費

の
農
業
水
利・
発
電・
工
業
用
水
の
費

用
配
分

面
河
村
笠
方
ダ
ム
水
没
地
区
委
員
会 、

関
係
住
民一
O
O
人
の
総
会
開
催 、
補

償
交
渉
に
団
結
確
認

高
知
県
と
の
仁
淀
川
分
水
補
償
折
衝 、
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発
電
放
水
ル
！
ト
・

工
業
用
水
取
水

ル
l
ト

の
換
討

水
没
補
償
問
題
解
決

仁
淀
川
分
水
問
題 、

高
知

県
と
の
話
合

い
行
詰
ま
り 、

農
林
省
に
一
任
と
方
針

変
更

三
四
年

月

ノ＼
臼

八
月

一
日

第ニ章

九
月

日

県
公

営
事
業
局 、

道
前
道

後
平

野
水

利

開
発
事
業
に
と
も
な
う

発
電
計
画
最
終

案
を
決
定 、

一
七
億
円
で

三
五
年

九
日

仁
淀
川
分
水
補
償
問
題
で
農

林
省一一
億

一
千
万
円
の
最
終
案
を
提
示

県
議
会
水

利
対
策
委
員
会 、

農
林
省

あ
っ

せ
ん
案
を
承
認

高
知

県
仁
淀
川
地
域
開

発
委
員
会 、

農

林
省
提
示
補
償
額
を
了
承

仁
淀
川
水
系
面
河
ダ
ム
と
付
属
施
設
建

設
工

事
入
札

大
成
建
設
が
ダ
ム

、

鹿
島
建
設
・

西
松

建
設
が
付
麗
施
設
工

事
落
札 、

総
工
費

八
O
億
円
で
着
工

仁
淀
川
分
水
協
定
仮
調
印

二
月

四
月一
二
O
E

七
月

呂

九
月

日

一

O
月

ヨ七
日

昭
和
四
O
年

四
月

四
百

面
河
ダ
ム

道
後
北
部
幹
線
水
路
貫
通

道
後
南
部
幹
線
水
路
貫
通 、

調
整
油
完

四
月

四
一
年

工

回
二
年

九
月
一
九
母

道
前
道

後
平

野
農

業
水

利
事
業
完
工
式

道
路・
港
湾
の
改
良

崎
縦
貫
道
路
の
開
通（
昭
和一一一
三
・

六
・

九）

年
六
月一
O
日

一
ニ
崎
縦
貫
道
路

最
後
の
コ
！

ス
完
成

き
の
う

盛
大
に
開
通
式

第二次久松県政

八
幡
浜
市
と
西
宇
和
郡
三
崎
町
を
結
ぶ

の
最

後
の

コ
！

ス
と
な
っ

て
い
た
名
取
i

二
名
津
i

の
県
道
十
一
キロ

が
こ

の
ほ
ど
よ
う

や
く
完
成
し 、

九
日
午
前
十
一
時
か
ら
三
崎
町
役
場
で
盛

大
な
開
通
式
が
行
わ
れ
た 。

式
に
は
久
松

県
知

事
ら
関
係
者
百
二
十
人

が
集
ま
り 、

道
路
の
完
成
と一一一
崎
半
島
の

発
農
を
祝
っ

た 。

交
通
が
不
便
で
い
ま
ま
で「
陸
の
部
島」
と
呼
ば
れ
て
い
た
三
時
半
島
も

こ
ん
ど
の
工

事
で
幅
四・
五
討 、
長
さ
四
十
九
キロ

の
道
が
で
き 、
八
幡
浜

市
か
ら
三
崎
へ
の
パ
ス
な
ど
の
運
行
も
可
能
と
な
っ

た 。
こ
れ
を
機
会

に
地
元
西
宇
和
郡
の
各
町
と
八
幡
浜
市
で
は
す
で
に
さ
る
六
日「
愛
媛

大
分
連
絡
道
路
期
成
同
盟
会」
を
結
成 、
こ
の

第二節

一
級
富

一
O
丹
二

自

工営 農
式発林

電 省
事 道
業前
並 道
び後
に 平
工野
業、

水
用利
水事

事業
業 と
起県

624 

年

月

四
日

仁
淀
川
分
水
協
定
正
式
調
印

面
河
ダ
ム
工

事
定
礎
式

承
水
放
水
施
設
完
工、

道
前
道

後
平

野

地
区
内
施
設
着
工

松
山
市
畑
寺
地
区
工

業
用
水
浄
水
場
工

事
起
工、

総
工
費
八
千
万
円

月

自

コ一
七
年

。
丹月

七
器

一
二
八
年

一
月
中
旬

面
河
ダ
ム
貯
水
開
始

道
前
道

後
第
一
（
上
浮
穴
郡
面
河
村
笠

方
ダ
ム
）
第一一
（
温
泉
郡
川
内
町
滑
川）

第一一一
〈
周
桑
郡
丹
原
町
中
山
川〉

発
電
所

発
電
式

松
山
市
畑
寺
地
区
工

業
用
水
浄
水
場
工

事
ほ
ぼ
完
成

道
前
道

後
第一
・

第
ニ
・

第一一一
発
電
所

月

／＼ 
日

月月

完
工

四
月

工
業
用
水
送
水
開
始

農
業
用
水
送
水
開
始

松
山
・

松
前
地
区
工

業
用
水
道

事
業
完

六
月

四
O
年

月

工

道
に
格
上
げ
す
る
と
と
も
に
三
崎
と
大
分
を
フ
ェ
リ
ー

ボ
ー
ト

で
つ
な

ぐ
構
想
の
実
現
に
力
を
入
れ
て
い
る 。

※
参
考

昭
和
六
二
年
一
二
月
四
日、

生
由
時
半
島
道
路（
頂
上
線）

が
開
通
し
た 。
こ
の
半
畠
道
路
は
昭
和
田
七
年
度
に
建
設
省
直
轄

事

業
と
し
て
着
工、
一
五
年
の
歳
月
と
四
一
O
億
円
を
投
入
し
た 。
こ

の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
完
成
で一一一
崎
縦
貫
道
路
五
回・
四
キロ

が
三
八・
九
キロ

に、

所
要
時
間
も

一
O
分
が
五
O
分
に
短
縮
さ
れ
た 。

道
路
の
改
良
と
有
料
道
路〈
昭
和一一一
四一
年
度）

「
愛
媛

県
政

一
九
六
O」

本
県
は
地
勢
的
な
制
約
を
う
け
鉄
道
交
通
の
便
益
に
恵
ま
れ
る
こ
と

が
少
な
く 、

臨
上
交
通
は
道
路
へ
の
故
存
度
が
高
い 。

従
っ
て
道
路
延

長
は
比
較
的
長
く
三
四
年
度
末
現
在
の
道
路
現
況
に
つ
い
て
み
れ
ば 、

そ
W

実
延
長
は
一
級
盟
道一
五
九、
七
六一一
m 、
一一
級
国
道
二
六
六 、
八

O
二
m

、
主
要

県
道
四一一一
入 、
九
六
一
m 、
一
般

県
道
ニ 、
四
八
一

、
四
五

六
m

、

合
計
三 、一一一
四
六 、
九
八
一
m
と
全
国
で
一
四
位
に
あ
り 、

そ
の

普
及
率
は
一
平
方
粁
当
り

五
九
二
m 、
人
口
千
人
当
り
二 、
一
七
七
回
と

な
っ
て
お
り 、

共
に
全
国
平
均
を
上
廻
る
高
い
普
及
率
を
示
し
て
い
る 。

し
か
し
そ
の
九
0・
四
%
は
宋
改
良
で
あ
り 、
自
動
車
交
通
不
能
の
延
長

は
五
九
七、
四一
五
m
で
一
七・
八
%
を
占
め 、
一
方
舗
装
延
長
は
わ
ず

か
に
四・
五
%
に
過
ぎ
な
い
現、
況
で
あ
る 。

奥
地
山
岳
地
帯
に
入
る
と、
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